
氏名 柳田　征司

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 東京大学国語研究
室蔵『蒙求抄』に
ついて

単

① 単

② 抄物目録稿(仏書
他一斑)

単

③ 共

『愛媛国文と教育』
41

『抄物の研究』16

『奈良大学大学院研
究年報』14

平成21年2月

平成21年3月

平成21年3月

平成20年9月

所属学会

研究課題

国語学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

平成２０～２２年度科学研究費基盤研究(Ｃ)「抄物目録の完成」研究代表者。

大阪府立中之島図書館貴重書閲覧室において院生を対象に書誌学の実習を行った。５年継続す
ることができた。

阪本龍門文庫理事、石川文化事業財団理事、新村出記念財団評議員

学生相談員

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本語学会(理事)、訓点語学会、全国大学国語国文学会、近代語学会、日本方言
研究会

日本語の歴史

昭和４１年３月広島大学大学院文学研究科国語国文学専攻博士課程単位取得満期
退学

文学修士

最終学歴

『勅修百丈清規抄』『日用清規
抄』『六物図抄』『正信偈
注』、並びに特定の原典を持た
ぬ一種の抄物のうち神道書の目
録を作成した。

〔翻刻〕東京大学
文学部国語研究室
蔵『蒙求抄』(三)

難解な、標記の抄物を、原典
『附音増広古注蒙求』と対比し
ながら解読した。

室町末江戸初期書写の、標記の
『蒙求抄』が、足利学校第五世
庠主東井の抄物であり、日本語
研究資料として価値の高いこと
を明らかにした。

「きわだやたのみ
なるらん―狂言の
ことば一片―

大蔵虎明本狂言「雷」の冒頭の
一句をいかに解釈すべきかを、
室町時代の本草書を活用するな
どして、私見を示した。

（その他）
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